
授業科目名  データ⼯学  

開講学科・専攻  博⼠前期課程  （共通）  （共通）  

科目区分・専攻分野  研究科共通科目,他専攻開講科目  

対象学年  1年  クラス  10  

単位区分  選  単位数  2 

開講学期  後期  授業形態  博⼠前◆研究科共通  

曜⽇・時限  ⽔２  講義室  

主担当教員  兵藤 哲朗  

担当教員  兵藤 哲朗  

授業のねらい（目標・内容・⽅法）

 インターネットの普及で，かつてないほどのデータ量を目の当たりにするようになっているし，今後もその傾向に拍⾞がかかることは間違いな
い．流通業界では1970年代からPOSデータが登場していたが，交通の分野では携帯電話やGNSSの利⽤拡⼤により移動体の膨⼤な位置情報が記録
されるようになってきた．これらを背景に，本授業では，ビッグデータの実例の紹介とともに，R⾔語による実際のデータ解析を体験してもら
う．紹介される具体事例としては，交通プローブデータをはじめ，サプライチェーン，エネルギーマネジメント，気象衛星データ，⽔上交通
AIS，⽣物ゲノムデータなど，多様なビッグデータの利活⽤について知識を得ることができる．  

到達目標 まずR⾔語によるビッグデータ解析の基礎知識を得ることが最初の到達目標である．その後，種々のビッグデータ実利⽤について学び，最新の知
識を得ることを最終目標とする．  

授業実施形態
遠隔（リアルタイム）
★「集中講義」ではあるが，10⽉第1週から開講するので注意されたい★

授業の計画

1-6: R & Big Data (POS. truck probe etc.): HYODO tetsuro
7-8: Supply Chain in the Age of Big Data: KUBO mikio
9: Energy Management of Water Transportation Systems: SHIMIZU ikuo
10: Big Data by Satellite Observation: MIZOBATA kohei
11: Fundamentals for handling aquatic organism genome sequence information: KONDO hidehiro
12: Introduction of examples of aquatic organism genome sequencing: YASUIKE motoshige
13: Characteristics and Analysis Methods of Maritime Traffic Data: TAMARU hitoi

履修要件

テキスト・教材・参考書 等

予習・復習 R⾔語については授業で適切な書籍を紹介する．各教員・講師の話題提供については，ネットなどで関連項目を復習することが望ましい．  

成績評価の⽅法 R⾔語による課題のレポート，および出席状況による成績評価を⾏う．  

成績評価の基準 レポートの内容，出席回数による．  

教員との連絡⽅法或いはオフィスアワ－ 兵藤にメールでコンタクトすること．  

その他履修上の注意

URL（詳細ページへのリンク）

ナンバリングコード

使⽤⾔語 E  

学習時間 講師により学習時間は異なるが，概ね2〜3［時間／回］程度  

ディプロマポリシーとの関連
(1)研究課題の社会的背景、学術的意義、応⽤価値を把握し、研究を適切に推進できる能⼒: ○
(2)基礎科学と応⽤科学に関連する幅広い専門知識: ◎
(3)研究成果を論理的に説明する能⼒、学術研究における倫理性: ◎      

SDGs（持続可能な開発目標）との関係

11 住み続けられるまちづくりを
12 つくる責任 つかう責任
13 気候変動に具体的な対策を

タイトル「2025年度 博⼠前期課程」、フォルダ「研究科共通科目」
シラバスの詳細は以下となります。

シラバス参照 http://syllabus.s.kaiyodai.ac.jp/ext_syllabus/syllabusReference...
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